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	応用
	抗原情報
	背景
	疾患：BCL10に関連する染色体異常は、低悪性度粘膜関連リンパ組織（MALTリンパ腫）で再発性です。転座はt(1;14)(p22;q32)です。BCL10/IgH転座はBCL10のコード領域をそのまま残しますが、頻繁なBCL10変異は、ヌクレオチド転移を引き起こすIg体細胞超変異機構に起因する可能性があります。,疾患：BCL10の欠陥は、さまざまな種類の癌に関与しています。,機能：NIKおよびIKKを介して、アポトーシス、プロカスパーゼ9の成熟、およびNF-κBの活性化を促進します。上流のTNFR1-TRADD-RIP複合体と下流のNIK-IKK-IKAP複合体間のアダプタータンパク質である可能性があります。MALT1の基質です。,PTM：リン酸化されています。リン酸化によりTRAF2から解離し、BIRC2/c-IAP2に結合する。,類似性：CARDドメインを1つ含む。,細胞内局在：核周縁性、コンパクトかつフィラメント状の発現パターンを示す。いくつかの種類の腫瘍細胞の核にも存在する。,サブユニット：CARD-CARD相互作用によって自己会合し、MALT1と強固な複合体を形成する。CARD9、CARD10、CARD11、CARD14などの他のCARDタンパク質と相互作用する。C末端ドメインでカスパーゼ9に結合する。TRAF2およびBIRC2/c-IAP2と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
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	K-562 Jurkatのウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈で4℃、一晩。二次抗体は1:10000希釈で25℃、1.5時間。

